
↓
燃
料
転
換（
重
油
か
ら
天
然
ガ
ス
へ
）、
ア

ン
モ
ニ
ア
冷
凍
機
導
入
な
ど

③
水
資
源
の
保
全

水
資
源
の「
安
全
管
理
」と「
有
効
利
用
」、「
水

質
管
理
」
と
い
う
３
つ
の
観
点
か
ら
、
ビ
ー

ル
の
大
切
な
原
料
の
一
つ
で
あ
る
森
林
の
保

全
に
取
り
組
む

高い省エネ性を実現し、
多様なシステムを
最大効率で活用。

アサヒビール株式会社 博多工場（福岡県福岡市）

アサヒビール（株）は、環境負荷低減の重点取り組みとして、
コージェネシステム・CO2排出量の少ない
エネルギー（天然ガスなど）への転換を積極推進。
博多工場でも需要対応型コージェネシステムを導入し、
環境貢献とBCP（事業継続計画）対応を実現。
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ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
力

設
備
概
要

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み

｜ 震災以降のエネルギーシステムの選択 ｜ アサヒビール株式会社 博多工場 ｜

環境保全を念頭に、様々なシステムを無駄なく効率的に活用。

2

3 4

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）博
多
工
場
は
、

敷
地
面
積
約
12
万
㎡
、年
間
生
産
量

が
約
28
万
㎘（
2
0
1
2
年
実
績
）

（
3
5
0
㎖
缶
換
算
約
8
億
本
）の
主

力
ビ
ー
ル
工
場
で
あ
る
。

　

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
で
は
、省
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

C
O
2
、フ
ロ
ン
ガ
ス
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
向
け
て
、グ

ル
ー
プ
全
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

2
0
0
0
年
に
は
企
業
行
動
指
針
の

ひ
と
つ
で
あ
る「
環
境
と
安
全
へ
の
配

慮
」を
具
体
化
し
た
環
境
基
本
方
針
を

定
め
ら
れ
た
。そ
れ
に
基
づ
き
、ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル（
株
）博
多
工
場
で
は
以
下

の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。

①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
の
推
進

C
G
S
の
導
入
を
は
じ
め
、熱
・
電
気
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
利
用
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う

↓
C
G
S（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
式
）の
導
入
、蒸

気
背
圧
タ
ー
ビ
ン
式
冷
凍
機
導
入
ほ
か

②
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
制
御

「
地
球
温
暖
化
の
要
因
で
あ
る
C
O
2
や
フ
ロ

ン
の
排
出
を
抑
え
る
た
め
に
、C
O
2
の
再
利

用
、C
O
2
の
排
出
量
が
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
、フ
ロ
ン
を
使
用
し
な
い
冷
凍
機

の
導
入
な
ど
を
進
め
る

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）博
多
工
場
の

C
G
S
の
主
要
機
器
は
、航
空
機
転
用

型
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
原
動
機
と
す
る

発
電
端
出
力
3,
2
0
0
k
W
の
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
発
電
装
置（
写
真
①
）と
追

焚
き
バ
ー
ナ
ー
付
排
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー

（
写
真
②
）で
あ
る
。C
G
S
の
シ
ス
テ

ム
系
統
図
を
P.
15
に
示
す
。

　

排
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー
は
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

の
排
熱
回
収
に
よ
り
1.
3
7
M
P
a
G

の
プ
ロ
セ
ス
蒸
気
を
製
造
す
る
。蒸
気

は
ア
キ
ュ
ー
ム
レ
ー
タ
ー
を
経
由
し

て
、0.
5
M
P
a
G
の
蒸
気
と
し
て

製
造
工
程
へ
送
ら
れ
る
。排
ガ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の
排
ガ
ス
入
口
側
に
は
追
焚
き

バ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。追
焚

き
バ
ー
ナ
ー
の
燃
料
と
し
て
、工
場
の

嫌
気
性
排
水
処
理
過
程
で
発
生
す
る

メ
タ
ン
ガ
ス
を
優
先
的
に
使
い
、不
足

分
は
都
市
ガ
ス
13
A
で
補

う
。蒸
発
量
は
追
焚
き
バ
ー

ナ
ー
の
燃
料
流
量
に
よ
り

調
整
さ
れ
る
が
、麦
汁
煮
沸

工
程
な
ど
の
蒸
気
消
費
量

が
大
量
で
C
G
S
か
ら
の

発
生
蒸
発
量
の
み
で
不
足

す
る
可
能
性
の
あ
る
場
合

は
、更
に
25
t
/
h
の
都
市

ガ
ス
焚
き
水
管
ボ
イ
ラ
ー

１
缶
を
立
ち
上
げ
て
対
応

す
る
。排
ガ
ス
出
口
部
に
は

殺
菌
用
の
湯
を
製
造
す
る

低
温
熱
交
換
器
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。排
ガ
ス
出
口
温

度
は
1
0
0
℃
と
非
常
に

低
い
温
度
と
な
り
、排
ガ
ス

の
持
つ
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

都
市
ガ
ス
13
A
は

3
3
0
k
P
a
G
で
供
給

さ
れ
、追
焚
き
バ
ー
ナ
ー
や

水
管
ボ
イ
ラ
ー
へ
、そ
の
圧

力
で
供
給
し
、ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
へ
は
ス
ク
リ
ュ
ー
圧

縮
機
で
1.
5
7
M
P
a
G

ま
で
昇
圧
し
て
か
ら
供
給

す
る
。

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）博
多
工
場
は
、

福
岡
市
博
多
区
に
位
置
す
る

1
9
2
1
年（
大
正
10
年
）に
操
業
を

開
始
し
た
九
州
で「
最
も
歴
史
あ
る
」

ビ
ー
ル
工
場
で
あ
る
。

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）で
は
、環
境

負
荷
低
減
の
重
点
取
り
組
み
と
し
て
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

（
以
下
、C
G
S
）の
導
入
を
は
じ
め
と

す
る
熱
・
電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

有
効
活
用
や
、C
O
2
排
出
量
の
少
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
積
極
的

に
推
進
さ
れ
て
い
る
。博
多
工
場
で
は
、

2
0
0
5
年
に
都
市
ガ
ス
13
A
を
燃

料
と
し
、工
場
内
の
嫌
気
性
水
処
理
過

程
で
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
追
焚

き
用
の
燃
料
と
し
て
利
用
す
る

C
G
S
を
導
入
さ
れ
て
以
来
、C
G
S

の
運
転
を
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、九
州
地
区
で

も
節
電
要
請
や
計
画
停
電
の
可
能
性

が
増
し
た
こ
と
か
ら
、従
来
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
C
O
2
排
出
量
削
減
だ
け

で
な
く
、エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
か
ら

も
C
G
S
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
増

し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。

震災以降のエネルギーシステムの選択

アサヒビール（株）博多工場

写真①　ガスタービン発電装置と発電機盤
ガスタービン種類
型式
燃料
発電機種類
発電機端出力

単純開放サイクル2軸式
ASE50（ハネウェル社）
都市ガス13A
三相交流同期発電機
3,200kW

写真②　追焚きバーナー付排ガスボイラー
種類
常用圧力
蒸発量
燃料

自然循環式水管ボイラー
1.37MPaG
20t/h（追焚時）、8.5t/h（追焚無）
主燃料 都市ガス13A
副燃料 バイオガス（嫌気性排水処理より発生）



病
院
概
要

　

済
生
会
熊
本
病
院
は
熊
本
市
南
区
に

位
置
し
、周
囲
の
緑
と
の
調
和
が
美
し
い
、

病
床
数
4
0
0
床（
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

42
床
な
ど
を
含
む
）、職
員
数
1,
6
8
8

名
を
誇
る
病
院
で
あ
る
。主
な
設
備
と
し

て
手
術
室
、人
口
透
析
装
置
、ト
モ
セ
ラ

ピ
ー
、P
E
T
/
C
T
、ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
な
ど
を
有
す
る
地
域
の
救

急
・
高
度
医
療
拠
点
で
、特
に
、内
視
鏡

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用

い
た
先
進
医
療
を
実
施
す
る
病
院
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
は
本
館
と
予
防
医
療
セ
ン

タ
ー
、外
来
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
で
構

成
さ
れ
、本
館
は
地
上
6
階
建
、敷
地

面
積
は
8
0,
1
3
7
㎡
、延
床
面
積

は
5
8,
0
0
9
㎡
で
あ
る
。
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運
用
状
況

｜ 震災以降のエネルギーシステムの選択 ｜ アサヒビール株式会社 博多工場 ｜

　

C
G
S
は
、操
業
停

止
す
る
土
曜
・
日
曜
を

除
い
て
24
時
間
連
続
の

フ
ル
ロ
ー
ド
運
転
で

あ
る
。2
0
1
2
年
の

C
G
S
運
用
実
績
で
は
、

博
多
工
場
全
体
の
消
費

電
力
の
C
G
S
比
率

6
8.
1
%
、C
G
S
の

総
合
効
率（
追
焚
き
を

含
む
）は
9
1.
3
%
と

高
い
値
を
達
成
さ
れ
た
。

　

ま
た
、ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

（
株
）博
多
工
場
は
、受

電
電
力
の
節
電
や
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、

九
州
地
方
で
も
節
電
要

請
が
あ
り
、2
0
1
1

年
に
は
高
C
O
P
ア
ン

モ
ニ
ア
冷
凍
機
へ
の
更

新
や
冷
熱
系
統
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
最
大
受

電
電
力
を
前
年
比
約

1,
0
0
0
k
W
の
削

減
を
、2
0
1
2
年
に

は
更
に
冷
熱
貯
蔵
タ
ン

ク
の
活
用
な
ど
に
よ
り

最
大
受
電
電
力
の
前
年
比
約

3
0
0
k
W
の
低
減
を
成
し
遂
げ
ら
れ

た
。又
、受
電
電
力
総
量
の
減
少（
発
電

電
力
総
量
増
加
）を
目
的
と
し
て
、

2
0
1
2
年
系
統
電
力
の
受
電
一
定
値

を
5
0
0
k
W
か
ら
1
0
0
k
W
に

変
更
。そ
れ
に
よ
り
、構
内
電
力
負
荷

が
低
い
時
で
も
、C
G
S
発
電
出
力
が

最
大
限
利
用
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

更
に
2
0
1
2
年
に
は
計
画
停
電
な

ど
に
備
え
る
た
め
、C
G
S
が
停
電
時

に
で
も
運
転
を
継
続
で
き
る
よ
う
に

単
独
運
転
仕
様
へ
改
造
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
施
設
取
材
に
あ
た
り
、ご

多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル（
株
）博
多
工
場
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
部
の
三
笘
様
、な
ら
び
に
関

係
者
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。こ
こ
に
誌
面
を
借
り
て
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

エネルギーの多重化

により、病院機能継続を実現。
（天然ガスコージェネレーション、重油非常用発電機、CVCF）

済生会熊本病院（熊本県熊本市）

社会福祉法人恩賜財団済生会では、
エネルギー供給の継続が重要な課題であるという事業の特質から、
ガスコージェネレーションの導入に積極的に取り組んでいる。
熊本市の済生会熊本病院では、補助金活用によりイニシャルコストを低減し、
既設ガスコージェネレーション設備を最新の高効率設備に更新。
非常時対応やピーク時対応、大幅な省エネ・省コストを実現した。

震災以降のエネルギーシステムの選択

済生会熊本病院

（
取
材
：
井
上 

俊
彦
）

済生会熊本病院概要
所在地
開設
病床数
職員数
診療科
施設

敷地面積
延床面積

熊本市南区近見5丁目3番1号
1935年9月16日
400床（救命救急センター42床等含む）
1,688名
内科、外科、消化器内科、消化器外科等
本館、予防医療センター

80,137㎡
58,009㎡

外来がん治療センター

CGSシステム系統図 九州電力66kv送電線

特高変電所

変電所

66kv/3.3kv
10MvA

3.3kv

原動棟サブ受電室

食堂・空調へ

排水処理施設

アキューム
レーター

原動棟
ボイラー室

蒸気タービン
駆動ターボ冷凍機（220kW）

都市ガス
330kPaG

水管ボイラー
25t×2缶

0.5MPaG

0.5MPaG

1.3MPaG

各施設サブ変電所へ

52B

66kv/3.3kv
10MvA

242F7

3.3kv
1.3MPaG

構
内
配
電
網

GAS COM

低温熱交換器

ガスタービン発電機
3,200kW×1基

追焚きバーナー付排ガスボイラー
20t/h×1缶（追焚きなし 8.5t）

追焚きバーナー

シロキ酸
除去装置

CH4

乾
式
脱
硫
塔

湿
式
脱
硫
塔

各
系
統
へ

低
圧
ヘ
ッ
ダ
ー

高
圧
ヘ
ッ
ダ
ー




